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調傭

「道の駅とうこう夏祭り」第4回牧水の里の夏祭り

　
8
月
7
日
（
土
）
、
恒
例
の
道
の
駅
と
う
こ
う
夏

祭
り
が
、
道
の
駅
と
う
こ
う
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
4
回
目
と
な
り
、
町
内
外
か

ら
約
二
千
五
百
人
が
集
ま
り
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
祭
り
で
は
、
山
陰
保
育
園
の
ち
び
っ
こ
太
鼓
を
皮

切
り
に
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
、
職
場
、
グ
ル
ー

プ
な
ど
の
創
作
踊
り
の
あ
と
、
昔
か
ら
引
き
継
が
れ

て
い
る
盆
踊
り
「
高
鍋
音
頭
」
　
「
延
岡
ば
ん
ば
一
　
「
東

郷
音
頭
」
な
ど
の
町
民
総
踊
り
と
な
り
、
踊
る
人
も
＼

見
る
人
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
様
々
な
夜
店
や
屋
台
が
出
店
し
た
会
場
は
、

祭
り
ム
ー
ド
が
高
ま
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
大

会
で
は
約
千
五
百
発
の
大
輪
の
花
火
が
夏
の
夜
空
に
打

ち
上
げ
ら
れ
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

一匹
＜
カ
ヌ
ー
体
験
も
好
評
で
し
た

…．
謫
�
D
．
賊
｝
・
．
　

9塾。畳職誰窪嵐≡ヨ産
霞
・

……
ﾟ

‘

一
＝

一＝
「
＝

馬謳
＝
圏
F

歴塁5

ル糊■グ
●伊陰麺

　
7
月
2
5
日
（
日
）
、
牧
水
公
園

河
川
プ
ー
ル
で
、
牧
水
ふ
れ
あ

い
う
な
ぎ
つ
か
み
取
り
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
絶
好
の
つ
か
み
取
り
日
和
？

と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
駐
車
場

が
満
車
に
な
る
ほ
ど
親
子
連
れ

な
ど
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
商

工
会
青
年
部
（
山
田
亙
部
長
）

が
企
画
運
営
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
も
う
な
ぎ
（
千
匹
）
、
ま
す

（
五
百
匹
）
が
放
流
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
開
始
の
合
図

で
一
斉
に
河
川
プ
ー
ル
に
飛
び

込
み
、
ま
さ
に
芋
の
子
を
洗
う

よ
う
な
混
雑
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
指
の
間
か
ら
す
り
抜
け
る

う
な
ぎ
に
歓
声
を
上
げ
た
り
、

中
に
は
家
族
の
見
事
な
連
携
プ

レ
ー
で
捕
ま
え
た
り
と
ほ
ほ
え

ま
し
い
風
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

籔、

秘奄　
8
月
8
日
（
日
）
、
中
央

公
民
館
で
、
町
P
T
A
ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
小
、
中
学
校
7
校

の
P
T
A
会
員
が
参
加
し

た
大
会
は
、
1
7
チ
ー
ム
そ

れ
ぞ
れ
の
好
プ
レ
ー
、
珍

プ
レ
ー
が
続
出
し
、
楽
し
く
、

に
ぎ
や
か
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

優
勝
チ
ー
ム

A
パ
ー
ト
　
坪
谷
中
A
チ
ー
ム

B
パ
ー
ト
　
寺
迫
小
B
チ
ー
ム

C
パ
ー
ト
　
坪
谷
中
B
チ
ー
ム

’

　
7
月
2
7
日
（
火
）
、
町
農

村
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、

社
会
人
を
対
象
と
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
「
や

ま
ざ
く
ら
つ
ぼ
み
園
で
の

ん
び
り
ラ
ン
チ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
午
前
中
、

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
、

料
理
づ
く
り
に
励
み
、
で

き
あ
が
っ
た
料
理
を
囲
ん
で
、

園
生
と
和
や
か
な
食
事
会

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た

午
後
か
ら
は
、
や
ま
ざ
く

ら
つ
ぼ
み
園
の
作
業
や
作

品
の
見
学
を
と
お
し
て
、

こ
れ
か
ら
自
分
達
に
も
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
て
い

た
よ
う
で
し
た
。

7
の
惨

富

ー
ダ

　
7
月
1
2
日
（
月
）
、
町

農
村
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

で
、
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
講
師
の

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
高
橋
ユ
キ
ミ

氏
（
門
川
町
）
に
よ
る
、

ゲ
ー
ム
・
体
操
・
踊
り
な

ど
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、

約
4
0
名
の
参
加
者
が
、

「
こ
れ
な
ら
私
の
地
区
の

サ
ロ
ン
で
も
す
ぐ
使
え
そ

う
」
と
、
楽
し
み
な
が
ら

ゲ
ー
ム
な
ど
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。
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）●キャンプ
　　　月1回程度、FM宮崎の「わが町みやざき1という番組に出演し

　　ています。話題は様々ですが、先月は夏休みによく行われている「サ

　　マー・キャンプ」と「夏祭り」について話をしました。

　　私は7月に、ETOランドで2泊3日の国際交流キャンプに参力口

　　してきました。1日目は創作活動ということで、竹でお皿やコップ

　　などを作りました。3日間、その食器で自分達で作ったご飯を食べ

　　ました。そして、北方町老人クラブのおじいちゃんおばあちゃん達

　　に草履の作り方を教えてもらいました。草履の作り方は難しくて諦

　めた子供もいましたが、文化を知る機会としてはとても良かったです。

、 戸

し

　　8月に東郷町子ども会リーダー研修とむかばき少年自然の家で行われた「イングリッシュ・サマースクール」

　　にも参加しました。子供達と一緒に泳いだり、キャンプファイアーの回りを踊ったりして、夏だと感じました。

　　●太鼓
　　　今年は初めて夏祭りにも参加することになりました。

　　6月から山陰保育園で太鼓を叩き始めました。初めて叩いてみた時に音が小さかったので、　「もうちょっと

　　強く打っていいよ」と言われました。思いつきり打ってみたら、自分が出した音にビックリして、先生方に

　　笑われてしまいました。その時から時間が経って太鼓の音に慣れてきましたが、今でも先生方の「みやび」
　　という力の要る曲を聞くと鳥肌が立つことがあります。

　　　7月に一曲できるようになって、山陰保育園の夏祭りで初めて人の前に立って叩きました。ドキドキして

　　手が震えていました、何とか無事に終わりました。そして数週間後、FM宮崎で「夏祭りで太鼓を叩きまし

　　たよr」と自慢したら、　「太鼓って日本の夏の音」とアナウンサーに言われました。1夏の音」か分かりませ

　　んが、私には「仲間の音」です。

　　　日本にいる外国人は、　「仲間はずれ1という気持ちになりやすいのです。私も来日してから「やっぱり仲

　　間はずれだな～」とよく感じたことがあります。しかし、太鼓を叩き始めてから、そんな気がしなくなりま

　　した。自分は先生の一人じゃないのに…　太鼓も上手く叩けないのに…　と思いながら、いつもニコニコ笑

　　っている先生方のグループに入らせてもらいました。先生方と同じステージで太鼓を叩くのは、何よりも嬉

　　しく思います。

（　　まだまだ一曲しか知らない私ですが、山陰保育園の先生方、また、太鼓を一生懸命叩く園児や小学生を、

4本当に尊敬しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝

f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼彰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　患畜⑤

濫う乙そ

　　　　　　　§㊥縄県宜野湾市・能陶選書測町の1塘勲’鵠

　7月30日から8月2日までの間、本町と姉妹都市である沖縄県宜野湾市（団長宮城豊さん外8名）と、友好都市である

北海道幕別町（団長藤内和三さん外10名）の児童研修団が訪れ、本町内の子ども達と交流を深めました。

宜野湾市の児童の皆さんは、町子ども会とのリーダーと交流を行い、牧水公園河川プールでの川遊びや竹とんぼ作り、

日向ひょっとこ祭の見学やぶどう狩り（都農町）等を体験しました。また、幕別町の児童の皆さんは、学校交流として坪谷

小学校や同学校児童宅でのホームステイを行い、特に昼間の親子レクレーションでは、スイカ割り、昼食にカレーライス

をみんなで作るなどいろんな体験をして交流を深めました。

　それぞれ短期間での交流でしたが、子ども達にとって夏休みの大きな思い出となったようです。

電臨曜ビ醤繍亀熱熱馴睦
　　　町内では、盆踊り大会がにぎやかに開催されています。

　　どの地区も、趣向を凝らした会場で、踊りを楽しみにしていた

　　地区民や、帰省された家族連れの方たちで大変な賑わいを見せ、

　　夏の暑さを吹き飛ばすように踊っていました。

羽坂地区 迫野内地区

老
い
ゆ
き
て
爪
先
低
く
歩
み
を
り

畦
の
小
石
を
手
に
除
き
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

夏
草
の
刈
ら
れ
清
し
き
西
都
原

巡
る
古
墳
は
道
清
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

夏
空
に
白
く
ち
ぎ
れ
し
雲
二
つ

青
き
梅
雨
明
け
の
空
流
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

鯵
を
焼
き
大
根
お
ろ
す
二
人
の
食

暮
ゆ
く
厨
に
子
ら
を
思
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

牧
水
の
岡
に
傅
松
の
歌
碑
立
ち
て

師
の
歌
碑
祭
を
こ
こ
に
迎
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

若
き
日
に
読
み
し
実
篤
の
新
し

き
村
心
に
あ
り
て
吾
は
育
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

亡
き
父
母
を
夢
に
見
る
日
も
ま

れ
に
し
て

盆
の
肥
松
を
古
里
に
切
る

　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

短
冊
は
ひ
孫
に
関
わ
る
事
多
く

七
夕
の
庭
に
笹
を
た
て
た
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

開　四　　　3＝．　　　　　曼　曇
　し▼　　　　　　　　　ら

九
条
の
障
り
は
あ
り
と
知
り
つ
つ
も

敢
え
て
送
る
は
顔
を
立
て
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

ス
コ
ー
ル
の
あ
と
に
輝
く
十
字
星

椰
子
の
並
木
も
遠
き
思
い
で

　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

時
季
外
れ
蛍
ひ
と
つ
の
舞
ふ
夕
べ

嫁
の
来
る
か
と
心
し
て
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

焦
る
な
く
体
大
事
に
過
ご
さ
む
と

言
葉
や
さ
し
く
友
と
別
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

＝冨　　　　．　　　；題卜・ご…

牛ゐ買
のるい
取
ら
れ
車
に
乗
る
を
拒
み

瞳
の
う
る
み
て
を
り
ぬ

　
　
　
　
　
三
浦
園
丁

夕
暮
れ
の
雲
低
き
空
に
稲
妻
の

光
は
杉
の
林
に
は
し
る

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

短
歌
尾
鍵
歌
会

脳な掴
病きみ
む
妻
の
力
哀
し
く

　
　
　
　
本
多
茂
雄

●・ @．●　．

た
る
も
の
は
し
っ
か
り
離
す



　　　　　傭噛勢
感量塵隠箇⑳×顯團＝

　
今
月
は
鶴
野
内
の
田
邊
伊
三
郎
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

識
二

首

○
現
、
況
と

　
ム
フ
後
の
経
営

　
現
在
、
菌
床
椎
茸

と
水
稲
の
複
合
経
営

を
行
っ
て
い
ま
す

経
営
規
模
は
菌
床
椎

茸
を
年
間
一
万
五
千

個
植
思
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
普
通
水
稲
二

十
一
ア
ー
ル
を
栽
培
し
て
お
り
ま

す
。　
今
後
の
経
営
に
つ
い
て
は
後
継

者
も
居
る
の
で
ハ
ウ
ス
を
一
棟
増

や
し
て
経
営
の
安
定
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

．
ド
．

薩
．

謬
、

驚
毒

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
専
任
職
員
の
；
円

　
今
月
は
白
浜
に
あ
る
田
邊
伊

三
郎
さ
ん
の
菌
床
椎
茸
の
農
場
に

訪
問
し
て
取
材
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
田
邊
さ
ん
は
椎
茸
発
生

施
設
三
棟
（
三
十
、
二
十
、
二
十
坪
）

と
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
ニ
棟
で
年
間

一
万
五
千
個
の
商
工
椎
茸
栽
培
を

ご
夫
婦
と
次
男
の
研
一
さ
ん
で
経

営
さ
れ
水
稲
は
自
家
用
程
度
の
生

産
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
田
邊
さ
ん
宅
は
お
父
さ
ん
の
時

代
は
白
浜
の
養
蚕
団
地
で
養
蚕
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
昭
和
五
十
四

年
に
伊
三
郎
さ
ん
が
農
協
を
や
め

ら
れ
養
蚕
団
地
内
で
養
豚
を
始
め

ら
れ
た
が
昭
和
五
十
七
年
、
平
成

五
年
の
星
川
の
水
害
に
遭
い
豚
を

流
出
し
て
失
い
養
豚
経
営
を
あ
き

ら
め
、
椎
茸
の
菌
床
栽
培
に
切
り

替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
菌
床
栽
培
は
始
め
た
こ
ろ
は
生

椎
茸
の
価
格
も
良
か
っ
た
が
中
国

産
の
生
椎
茸
の
輸
入
と
不
況
で
消

費
が
落
ち
て
安
価
で
し
た
。
中
国

産
の
農
薬
問
題
で
輸
入
は
止
ま
っ

た
も
の
の
今
度
は
国
内
企
業
の
進

出
情
報
も
あ
り
先
が
思
い
や
ら
れ

る
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
菌
床
栽
培
の
課
題
に
つ
い
て
伺

っ
た
と
こ
ろ
四
月
に
植
込
し
て
八

月
ま
で
の
育
成
期
間
の
温
度
管
理

が
大
切
で
あ
る
と
の
事
で
し
た
。

そ
の
た
め
田
邊
さ
ん
は
地
下

水
（
夏
十
五
～
十
六
度
、
冬
十
八

度
）
を
利
用
し
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
室
内
の
散
水
栽
培
で
高
温
障
害

が
出
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
る

と
の
事
で
し
た
、
外
の
気
温
三
十

度
で
ハ
ウ
ス
内
は
二
十
四
度
で
し

た
。
ま
た
、
品
質
向
上
と
生
産
量

拡
大
の
た
め
上
面
栽
培
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
経
営
に
つ
い
て
は
次
男

の
研
一
さ
ん
が
平
成
十
五
年
度
に

新
規
就
農
者
と
し
て
経
営
に
参
加

さ
れ
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
一
棟
増

棟
さ
れ
規
模
拡
大
が
出
来
た
が
更

に
一
棟
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
設

し
て
二
万
個
の
植
菌
を
行
い
技
術

向
上
を
図
り
経
営
の
安
定
を
図
り

た
い
と
親
子
三
人
で
お
話
さ
れ
て

い
ま
し
た

　
田
邊
さ
ん
、
「
安
心
・
安
全
・
新
鮮
」

な
食
品
の
生
産
に
留
意
さ
れ
た
も

の
は
消
費
者
に
必
ず
買
っ
て
も
ら

え
る
と
思
い
ま
す
、
生
椎
茸
の
価

格
が
上
が
る
と
良
い
で
す
ね
。
三

人
で
力
を
合
わ
せ
て
目
標
達
成
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

薄
野
だ
澄

　
7
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か

ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最
高
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
4
8
頭

　
雌
平
均
4
4
2
、
8
3
7
円

　
去
勢
平
均
4
8
2
、
6
9
1
円

　
合
計
平
均
4
5
9
、
9
6
5
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

坪
谷
岡
村
賢
一
か
つ
こ
一
の
1
号

血
統
　
福
桜
・
安
平
・
平
茂
勝

3
3
3
日
令
2
9
4
㎏

　
　
　
　
　
8
8
5
、
1
5
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ
勝
福
1
0
2
号

血
統
　
安
平
・
平
茂
勝
・
神
高
聴

3
2
3
日
令
3
3
0
㎏

　
　
　
　
　
5
5
5
、
4
5
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
2
3
頭

　
雌
平
均
3
7
9
、
7
7
6
円

　
去
勢
平
均
3
7
2
、
8
5
5
円

　
合
計
平
均
3
7
6
、
7
6
7
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

寺
迫
海
野
直
あ
き
い
ず
み
号

血
統
　
安
平
・
上
福
・
嶺
桜

3
1
3
日
令
2
7
8
㎏

　
　
　
　
　
4
8
7
、
2
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

庭
田
　
高
瀬
利
喜
三
利
喜
安
号

血
統
　
安
平
・
隆
桜
・
糸
秀

2
4
4
日
令
2
9
8
㎏

　
　
　
　
　
5
1
5
、
5
5
0
円
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⑤購舗翻

牛ふん堆肥で土づくり

「東郷町畜産資源リサイクルセンター横瀬」ご利用のお知らせ

　町では、平成14年度に堆肥センター（東郷町畜産資源リサイクルセンター横瀬）を建設し、牛ふんを

主原料とした完熟堆肥（東郷牛ふん堆肥）の生産を行っています。

　施設には、町内の各種団体の皆さんから訪問をいただいておりますが、まだまだ施設を知らない方が多

いようですので、施設の紹介を行い生産される完熟堆肥を、田や畑、家庭菜園等幅広く±づくりにご利用

いただきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／＼＼
臨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

施
設
の
場
所

　
　
二

／
＼
．
底
／

福
瀬
地
区
の
横
瀬

動
苛
、

　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
／

＜
堆
肥
セ
ン
タ
ー

畷＼
1　．

懸

施
設
の
規
模

・
敷
地
面
積
　
約
5
、
3
0
0
㎡

・
施
　
設
堆
肥
生
産
施
設
、

車
庫
、
事
務
所
の
3
棟
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

堆
肥
生
産
施
設
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

（一次発酵槽）

　
一
次
醗
酵
乳
で
は
、
ス
ク
ー
プ
式
撹

搾
搬
送
装
機
で
毎
日
一
回
切
返
し
を

行
い
、
併
せ
て
送
風
装
置
（
プ
ロ
ア
…
）

に
よ
り
送
風
を
行
い
な
が
ら
約
2
5
日

間
か
け
て
発
酵
を
促
進
し
ま
す
。

謹

《
堆
肥
生
産
施
設
》

　
堆
肥
生
産
施
設
は
、
牛
ふ
ん

投
入
口
か
ら
一
次
発
酵
槽
、
二

次
発
酵
槽
を
経
て
約
5
5
日
間
で

完
熟
堆
肥
と
し
て
製
品
化
さ
れ
、

バ
ラ
ま
た
は
袋
鼠
に
よ
り
販
売

さ
れ
ま
す
。

1　一天発酵暑　～5B

磁醜馳鑓巫
殿入

「
…
i

2選iブ

鴨
↑

”禦
石

塁隻含

婆箒慧一”ｫ
「

顧L

堆肥散布車を貸し出

しています（有償）。

ご利用ください。

（2次発酵槽）

　2次醗酵槽では、一次発酵槽で発酵させたものを

さらに約30日間堆積させ15日に1回切返しを行います。

ここでも、送風装置により発酵を促進します。

（袋詰め機）

　製品化されたたい肥をホッパーに

投入、自動により袋詰めを行います。

91纏霊・o

お
問
い
合
わ
せ
先

●
東
郷
町
畜
産
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
横
瀬

　
電
話
　
6
9
1
3
6
0
5

●
東
郷
町
役
場
農
林
振
興
課
農
政
係

　
電
話
　
6
9
1
3
9
0
7

疑説碍匙
農
ギ

G
彌降騰i

純槻砂盟塁



⑤堅甲

鳳
：
5

己
餐
一
重≧＝
適

75歳未満の医療費が増えていますU

　右の棒グラフは、14年度と15年度の一人当たり医療費、折れ

線グラフは県内順位の状況を制度別に表したものです。14年10

月法改正により老人保健が70歳から75歳以上となり、東郷町国

保の被保険者は、一般・退職は増えていますが、毎年30～40人

増え続けていた老人保健は30人減っています。一人当たり医療

費も、一般・退職は増え、老人は減っています。全体では、14年

度と比べ一人当たり医療費は約6，000円増えていました。高額

医療の主な疾患は、循環器系疾患・新生物・整形疾患でした。

　元気に年を重ねるためにも、まずは自分の生活習慣を見直し

て、健康づくりをできることから始めましょう！！

● ≡　　’　　■寵 ’　　　・

’引 ひ亨 @卿

1人当たり医療費（H14とH15の比較）

〔単位＝万1ID

100

80

．60

40

20

0

14年度　県内14年度　一倉

15年度　順位15年度→一

7位 6位

▲
9

23　25

29

40

｣

41

4　　　　　　2、

▲一一一一一一

9位

77　74

42　43

一般 退職 老人 合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※該当に○、非該当×□ぐっすり眠ってすっきり起きている

□朝食は毎日食べる（毎日食べる人は朝から活力が湧く）

□毎食後、きちんと歯磨きをしている

□栄養バランスを考えて食べている

□たくさんお酒を飲まない
　（適量は焼酎なら0．7合、ビールなら中ビン1本程度）

□週2～3回運動している

　（運動週間のある人は、ない人の2倍近いガン免疫力がある）

ロストレスはすぐに解消している

□たばこは吸わない（吸う人は、病気にかかりやすく老化も早まる）

　　　　　　　　　繊嗣．1

7つ以上の人
理想的な生活習慣を送っています。

5～6つの人
もう少し頑張ってヘルスアップを！

4つ以下の人
将来、生活習慣病になる可能性大。

　さあ、あなたの生活習慣はいかがでし
たか？

　×印をつけた項目を見直して○に近
づけるためにあなたは何から始めますか！

　　　　峯0っこ占得

⑱民輿魔喋輪税一一〇メモ

　前回、保険税は「所得割・資産割・均等割・平等割」

の4つの計算方法の組み合わせで決まるとお話しし

ました。今日はいっから保険税を納めるか？のお話

です。

　　保険税はいっから納めるの？

　国保税はその年の4月1日を基準日に課税をされ、

課税額は毎年6月1日に前年の所得額等を基に計算

されます。通常の場合、6月が1回目の納期として

年10回に分けて納めていただくことになります。

　年度途中に国保加入世帯に、転入や転出、国保以

外の保険に加入したなど国保資格の異動があった場

合には、その世帯主は届出をしなければなりません。

　異動があった場合の保険税の納め方は右のとおり

です。

年度の途中で国保に加入した場合
　　加入した月の分から保険税（料）を納めます。

たとえば、10月に国保に加入した人の場合

　　　　　　　　　　目一　　■

4567189101112123

月月月旧月月月月月月月月
年間保険税（料）の12分の6を納めます。

年度の途中で国保をやめた場合
　やめた月の前月分までの保険税（料）を納めます。

たとえば、11月に国保をやめた人の場合

　　　　　　　　　　　国一　＝・5

4567891011121：213
月月月月月月月月月月1月朔1
年間保険税（料）の12分の7を納めます。

，・ @9　　観　． ’「 ．．■＝ c　　．　暦 ．準』’鰯　　；遷ド匿… ．。　●●　．

寅

醗
隻
剛
翁

・
濤

原
爆
被
害
者
一
一
世
健

康
診
断
受
診
希
望
者

の
募
集

1
、
実
施
主
体

　
宮
崎
県

2
、
対
象
者

　
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆

　
者
健
康
手
帳
を
所
持
し
て

　
い
る
方
の
う
ち
、
原
爆
投

　
下
後
に
生
ま
れ
た
方

3
、
健
診
日

　
平
成
1
6
年
9
月
以
降
（
後

　
日
通
知
）

4
、
健
診
実
施
機
関

　
県
内
指
定
医
療
機
関
（
後

　
日
通
知
）

5
、
受
診
料

　
無
料

6
、
申
し
込
み
方
法

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成

　
1
6
年
9
月
3
日
（
金
）
ま

　
で
に
や
す
ら
ぎ
館
保
健
係

　
ま
で

9月の行事予定表

や
す
ら
ぎ
館

8
6
9
1
3
3
6
7

9月地区巡回健康相談

室
期　日　　　場　　　所　　　受付時間 期　日 会　　　場 受付時間

ちびちびクラブ 大工野集落センター 9：30～10：00

2日（木）
7・21日（火）やす　ら　ぎ館　　10：00～12：00

鶴野内コミュニティセンター 13：30～14：00

リ　ハビ　リ　教室
22日（水）南郷村保健センター　10：00～14：00

迫野内地区多目的集会施設 9：30～10：00

1歳6か月児健康診査
8日（水）

鹿　瀬　集　会　所 13：30～14：00

15日（水）やす　ら　ぎ館　　13：30～14：00
16日（木） 東上コミュニティセンター 9：30～10：00

2歳6か月児健康診査
15日（水）やす　ら　ぎ館　　14：00～14：30 地　内　集　会　所 9：30～10：00

さくらんぽの会
24日（金）

八重原高齢者プラザ 13：30～14：00

9日（木）やすら　ぎ館　　　　10：00
稲葉野地区多目的集会施設 9：30～10：00

28日（火）

田　野　公　民　館 13：30～14：00いきいき健康まつり開催
@▼期　日　10月24日（日）

@▼場所　町中央公民館
@　　　　総合文化センター

硯　野　集　会　所 9：30～10：00

29日（水）

羽坂地区生活改善センター 13：30～14：00

（
7
月
3
0
日
現
在
）

年　　齢 男 女 計

70～74 209 257 466

75～79 165 220 385

80～84 92 179 271

85～89 46 98 144

90～94 18 57 75

95～99 2 19 21

100以上 0 3 3

圓
継

濯’

　
本
町
で
は
、
7
月
3
0
日
現
在
、

1
0
0
歳
以
上
の
方
が
3
名
、

90

ﾎ
以
上
の
方
は
9
6
名
お
ら
れ

ま
す
。

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く

し
て
こ
ら
れ
た
方
た
ち
を
敬
愛
し
、

長
寿
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

9
月
2
0
日
は

　
「
敬
老
の
日
」

アイロンのスイッチの
切り忘れはありませんか？
あ’一一
4（’1ピ

し

6
5
」 駄

・竃≧≦

スイッチの切り忘れ
アイロンや電熱器などを
使用しているときに、来
害や電話でついその場を
離れてしまうようなこと
はありませんか。
その場を離れるときは、
必ずスイッチを切り、プ
ラグを抜く習慣をつけま
しょう。

　　　　財団法人

6ず
ρ

九州電気保安協会

詫饗　　＝巨・亀　　圭≡ ＝’『－

@　　琴轟燭…



喜
　
・傭冒

了り

9
円
の
蛍
鵡
擶
嚢

ビ
デ
オ
上
映
会

☆
1
1
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
塩
ふ
き
う
す
」

「
あ
と
か
く
し
の
雪
」

「
羅
生
門
の
鬼
」
　
「
大
歳
の
火
」

☆
2
5
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

【
雪
女
」
「
岩
屋
の
娘
」

「
か
し
き
長
者
」

「
ソ
ラ
豆
の
黒
い
す
じ
」

さ
く
ら
館
の
休
館
日

6
B
・
1
3
日
・
2
0
日
・
2
3
日
。
2
7
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
さ
く
ら
館
で
は
毎
月
の
第
2
・

第
4
土
曜
日
の
1
3
時
3
0
分
か
ら

ビ
デ
オ
上
映
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
回
、
新
に
第
3
土
曜

日
を
「
読
み
聞
か
せ
の
日
」
と
し
、

読
み
聞
か
せ
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
　
「
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

募
集
し
ま
す
。
詳
細
を
知
り
た

い
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、

さ
く
ら
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

F

一
般
図
書
　
　
　
一

．
≡
σ
q
7
讐
ユ
ユ
蔓
（
は
つ
恋
）

　
　
　
　
　
　
よ
し
も
と
ば
な
な

　
生
ま
れ
て
初
め
て
人
を
「
好
き
」

に
な
っ
た
瞬
間
を
覚
え
て
い
ま

す
か
？
　
1
4
歳
の
夕
子
の
は
つ

恋
の
相
手
は
2
0
代
後
半
の
絵
の

先
生
。
ち
ょ
っ
と
ず
つ
歩
み
よ

っ
て
、
仲
良
く
な
っ
て
い
く
ふ

た
り
に
訪
れ
た
小
さ
な
奇
跡
と
は
？

　
心
温
ま
る
永
遠
の
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
。

・
激
震

　
　
　
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ダ
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ

　
一
9
0
6
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
政
界
と
警
察
を
牛
耳

る
悪
辣
な
一
派
に
勇
気
あ
る
警

官
た
ち
が
戦
い
を
開
始
。
だ
が

そ
の
時
、
未
曾
有
の
大
地
震
が

直
撃
し
た
。
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

で
感
動
の
ド
ラ
マ
を
描
く
パ
ニ

ッ
ク
敬
言
察
小
説
。

そ
の
他
：
　
・

・
郷
愁
　
　
　
　
　
内
海
隆
一
郎

・
釈
迦
の
女
　
　
　
澤
田
ふ
じ
子

・
混
沌
　
上
・
下
　
　
高
杉
　
良

・
ね
こ
の
ば
ば
　
　
　
畠
中
　
恵

・
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
　
　
吉
田
修
一

・
天
使
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
何
も
持

　
っ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
ダ
ン
・
フ
ァ
ン
テ

・
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
　
　
　
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
ラ
ム
リ
ー

・
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
物
語

　
　
　
　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
サ
ト
タ
リ
フ

・
焔
　
　
　
　
　
　
堂
場
瞬
↓

・
追
憶
の
か
け
ら
　
　
貫
井
徳
郎

・
沙
門
空
海
唐
の
国
に
て
鬼
と

　
宴
す
　
巻
ノ
ー
・
2

　
　
　
　
　
　
　
　
夢
枕
　
摸

・
秋
の
花
火
　
　
　
篠
田
節
子

・
き
ず
な
　
　
　
　
　
杉
本
章
子

・
へ
ー
メ
ラ
ー
の
千
里
眼

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
圭
祐

・
百
年
佳
約
　
　
　
村
田
喜
代
子

・
海
の
は
て
ま
で
連
れ
て
っ
て

　
　
　
　
　
ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
ラ
ー

・
ボ
リ
ブ
ル

　
　
　
　
マ
イ
ケ
ル
・
デ
ニ
フ
ラ
ベ
ッ
テ
ィ

・
桜
花
を
見
た
　
　
宇
江
佐
真
理

・
た
だ
風
が
冷
た
い
日

　
　
　
　
　
　
　
　
北
方
謙
三

・
小
説
渋
沢
栄
一
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
津
本
　
陽

・
バ
ズ
ラ
ー
　
　
　
　
西
沢
保
彦

・
道
長
の
冒
険
　
　
　
平
岩
弓
枝

・
滴
り
落
ち
る
時
計
た
ち
の
波
紋

　
　
　
　
　
　
　
平
野
啓
一
郎

・
降
臨
の
群
れ
　
　
　
船
戸
与
一

児
童
図
書

・
ち
な
つ
の
ハ
ワ
イ

　
　
　
　
　
　
　
大
島
真
寿
美

（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

　
家
族
で
ハ
ワ
イ
に
や
っ
て
き

た
ち
な
つ
。
今
ま
で
い
い
家
族

を
や
っ
て
き
た
の
に
、
旅
行
を

機
に
一
気
に
崩
れ
て
し
ま
っ
た
…
。

家
族
の
崩
壊
と
再
生
、
そ
し
て

少
女
の
し
な
や
か
な
成
長
を
描

い
た
作
品
。

そ
の
他

・
人
は
ク
マ
と
友
だ
ち
に
な
れ
る
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
京
子

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
パ
ー
ラ
上
・
下

　
　
　
　
　
　
ラ
ル
フ
・
イ
ー
ザ
ウ

　
（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
小
学
生
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル

　
カ
メ
ラ
　
加
工
編
・
撮
影
編

　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
洋
一

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
美
乃
里
の
夏
　
　
　
藤
巻
吏
絵

（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

・
ル
ビ
ー
の
谷

　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ロ
ン
・
ク
リ
ー
チ

（
小
学
校
中
・
上
・
中
学
生
対
象
）

・
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
の
カ
ニ
ア

　
　
　
　
　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ピ
シ
ョ
ン

（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

・
ズ
ッ
コ
ケ
愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
那
須
正
幹

（
小
学
校
中
学
年
対
象
）

・
夜
明
け
の
風

　
　
　
　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
サ
ト
タ
リ
フ

　
　
（
中
学
生
・
高
校
生
対
象
）

え
ほ
ん

・
森
の
な
か
ヘ

　
　
　
　
　
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン

　
パ
パ
が
突
然
い
な
く
な
っ
た
。

い
つ
帰
っ
て
く
る
か
、
マ
マ
も

知
ら
な
い
っ
て
。
不
安
な
気
持

ち
を
抱
え
た
ま
ま
、
少
年
は
病

気
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
見
舞

い
に
。
マ
マ
に
「
だ
め
！
」
っ

て
言
わ
れ
て
い
る
森
の
な
か
を

通
っ
て
…
。
森
の
中
は
、
心
の

な
か
は
？

そ
の
他

・
な
ん
で
し
ょ
な
ん
で
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
畠
　
純

・
あ
い
う
え
お
、
だ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
べ
弘
士

・
森
の
か
く
れ
が
　
　
下
田
智
美

・
カ
ッ
パ
の
ご
ち
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
有
一

・
ひ
も
の
で
ご
ざ
い
っ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
　
景

・
ね
ず
み
く
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
紀
子

・
メ
ア
リ
ー
・
ス
ミ
ス

　
　
　
　
　
ア
ン
ド
レ
ア
・
ユ
ー
レ
ン

・
と
ん
と
ん
と
ん
と
　
五
味
太
郎

・
エ
ル
シ
ー
・
ピ
ド
ッ
ク
、
ゆ

　
め
で
な
わ
と
び
を
す
る

　
　
　
　
　
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ヴ
ォ
ー
ク

・
シ
ェ
イ
プ
・
ゲ
ー
ム

　
　
　
　
　
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
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●期鰍

コイヘルペスウイルス病を防ぐために
　6月18日に西郷村小川吐周辺でコイヘルペスウイルス病が発生しましたが、7月に入ってから東郷町内の耳川におい
てもコイのへい死が確認されるようになりました。

　コイヘルペスウイルス病に対する治療法はないことから、この病気が広がるのを防ぐために次のことを守りましょう。

り
を
湖
、
コ
川
と
や

川
釣
ほ
放
絶

0

0
皆さんが飼っているコイや

死んだコイを

川や湖・池などに放したり

捨てたりすることは

やめましょう。

虚
♂

⑳の羅下司載驚ツ講、
日　時　平成16年9月12日（日）電0時15分～控時10分

場所ロックタウン日向（駐車場）

●一日救急隊長（看護師さん）委嘱式

●市健康管理課職員による健康相談

灘lll骸農
●じゃんけん大会

●けすぞう君による初期消火体験

●消防パネル展（阪神淡路大震災・消防活動写真）

●救急の日のチラシ、救急用品の配布

　　みなさまのご来場をお待ちしております。

　　9月9日は『救急の日』です
　　　　『睾耐や説　　救急医療二間
　　　　闘■■■魍璽■1團曜　　　耳三成16年9月5日（日）

　』L㈲　　警三二　　　　　～9月7旧（土）

　日向地区救急医療対策協議会

日向市消防本部・消防署・消防団

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日及び合格発表

茨 11月13日（土）
@　14日（日）

防衛大学校学生

齡ﾊ（男女）

高卒（見込

ﾜ）

Q1歳未満

9月10日（金）～

@10月1日（金）

二
次

12月14日（火）

@　17日（金）

合最

i終

17年

Q月17日（木）

茨 11月6日（土）
@　7日（日）

防衛医科大学校

w生（男女）

高卒（見込

ﾜ）

Q1歳未満

9月10日（金）～

@10月旧（金）

二
次

12月8日（水）

@～10日（金）

合最

i終

17年

Q月17日（木）

茨 10月17日（日）

看　護　学　生

@（男　女）

高卒（見込

ﾜ）

Q4歳未満

9月10こ口金）～

@10月1日（金）

二
次

11月19日（金）

@　20日（日）

合最

i終

17年

P月12日（水）

縦瀞

⑤隆麺

踊雛茎

嚢
、豫

毫籔

妻
、

耀
盛嫉
昂り㌦

、
禁
6

このウイルスは人に感染ずることはありません．

仮に感染したコイを食べても人に影響は

ありません．

㌧～徴
『 昏

防衛大学校学生の募集案内

一
帽

’…
D
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説㎜呪D廉



6
顎

り

隔
俺
璽
翁

・
凄

税
金
と
は
…

■
税
金
と
そ
の
根
拠

・
税
金
を
負
担
す
る
考
え
方

　
私
た
ち
は
な
ぜ
税
金
を
負
担
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち

の
社
会
を
維
持
し
、
豊
か
に
し
、
発

展
さ
せ
る
た
め
に
、
教
育
の
振
興
、

社
会
福
祉
の
増
進
、
消
防
・
至
言
察
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
が
こ
れ
ら
の
仕

事
を
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
費
用

を
必
要
と
し
ま
す
。
私
た
ち
み
ん
な

が
こ
の
費
用
を
負
担
し
合
っ
て
い
く

の
が
「
税
金
」
で
す
。

・
納
税
の
義
務

　
憲
法
第
3
0
条
は
、
「
国
民
は
、
法

律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
納
税

の
義
務
を
負
ふ
。
」
と
規
定
し
て
お
り
、

こ
れ
を
「
納
税
の
義
務
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
義
務
は
、
「
教
育
の
義
務
」
、

「
勤
労
の
義
務
」
と
と
も
に
「
国
民
の

三
大
義
務
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
租
税
法
律
主
義

　
さ
ら
に
、
憲
法
第
8
4
条
で
は
、
「
あ

ら
た
に
租
税
を
課
し
、
又
は
現
行
の

租
税
を
変
更
す
る
に
は
、
法
律
又
は

法
律
の
定
め
る
条
件
に
よ
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
。
」
と
規
定
し
て
お
り
、

こ
れ
を
「
租
税
法
律
主
義
の
原
則
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

■
税
金
の
働
き

　
私
た
ち
の
た
め
に
行
う
国
や
地
方

公
共
団
体
の
仕
事
に
要
す
る
費
用
は
、

主
に
「
税
金
」
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
も
し
、
税
金
が
な
く
な
っ
た
ら
…

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
た
い
へ
ん
不
便

な
思
い
を
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

・
火
事
が
起
き
て
も
消
防
車
が
来
な
い
。

・
急
病
人
が
出
て
も
救
急
車
が
来
な
い
。

・
道
路
に
穴
が
あ
い
て
も
補
修
さ
れ

　
な
い
。

・
犯
罪
の
取
締
り
が
行
わ
れ
な
い
。

・
ゴ
ミ
収
集
車
が
来
な
い
。

・
教
室
の
窓
が
割
れ
て
も
、
雨
漏
り

　
が
し
て
も
修
理
さ
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
、
私
た
ち

の
く
ら
し
と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、

大
切
な
も
の
な
の
で
す
。

　
税
金
に
よ
っ
て
、
国
民
生
活
を
守

り
、
あ
る
い
は
そ
の
向
上
を
図
る
た

め
に
、
警
察
や
消
防
、
教
育
な
ど
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
た
り
、
公

園
な
ど
の
公
共
の
施
設
が
つ
く
ら
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
社

　町税の滞納が増えています…
　場合によっては‘差押’もあります

　町税（町民税・固定資産税・軽自動車税など）は町

の貴重な財源であり、その財源を確保することは町
の行政運営を行っていく上で大変重要なことであり
ます。また、課税された税金はだれにも公平・公正な

徴収を行わなければなりません。

　　　そんな重要な意味を持つ税金ですが、東郷
町でも滞納者・滞納額が年々増えてきています。

　　町では今後滞納対策を強化し滞納期間・額を
問わず滞納者に対しては徹底した調査・処分を実施
していきます。

璽滞納者に対しては財産調査等を行います
　督促状等もって催告しても納付されない場合は原
則として差押を前提に不動産や動産・有価証券、債
権等の調査を行います。また滞納者が会社等に勤め

ている場合には勤務先に文書による給与照会を行
います。

■差押を行います
　財産調査等により差押が可能となった場合は短
期間内に差押を行います。

■分納を希望される方は早めにご連絡ください
　納付の意志はあるが、急な失業等による収入の減

や病気入院のために高額な医療費が必要になった
等の理由により納期内の納付ができない場合等、何
らかの理由により分割しての納付を希望される方は
早めに税務課までご相談ください。その場合は納付
誓約書（分納計画書）を提出していただきます。

　但し、理由によっては分納が認められない場合が
あります。

※国民健康保険税の滞納についても上記の措置を
　とります。

　なお、国民健康保険税に関してのお問合せは役
場住民課（電話69－3902）となっています。

　町税に関しては役場税務課（電話69－3904）までお

問合せください。

会
全
体
に
必
要
な
も
の
が
整
い
、
国

民
経
済
が
健
全
に
発
展
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

■
消
費
税
滞
納
は
ル
ー
ル
違
反

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、

消
費
者
か
ら
の
「
預
り
金
的
な

性
格
」
を
有
す
る
税
金
で
す
。

　
消
費
者
の
立
場
に
立
て
ば
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
滞
納

す
る
こ
と
は
、
到
底
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
督
促
を
受
け
て
も
納
付
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
売
掛
金
、
預

金
等
の
財
産
の
差
押
え
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
売
掛
金
な
ど
の
差
押

え
を
受
け
ま
す
と
大
事
な
取
引

先
か
ら
の
信
用
を
失
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
は
、
本
税
の
ほ
か
、

延
滞
税
も
併
せ
て
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
税
金
は
、
社
会
共
通
の
会
費

で
す
。
確
実
に
期
限
内
に
納
付

す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

延
岡
税
務
署

電
話
0
9
8
2
1
3
2
1
3
3
0
1

，酔鍾幽轍甑・番

灘儘雌
ロ

玉藍　　　　　　　一

■
改
正
消
費
税
説
明
会

　
（
個
人
事
業
者
）
開
催

　
の
お
知
ら
せ

　
消
費
税
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
平
成
十
五
年
分
の
課
税
売

上
高
が
一
千
万
円
を
超
え
る
と
、

平
成
十
七
年
分
の
消
費
税
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
税
務
署
で
は
、
消

費
税
の
課
税
事
業
者
に
当
た
る

か
否
か
、
消
費
税
を
計
算
す
る

た
め
の
記
帳
は
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
よ
い
か
な
ど
、
消
費
税
に

関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の

機
会
を
御
利
用
下
さ
い
。

　
な
お
、
個
別
に
御
案
内
を
差

し
上
げ
て
い
る
方
は
、
必
ず
御

出
席
願
い
ま
す
。

一
、
日
　
時

　
　
十
月
六
日
（
水
）

　
　
午
前
の
部

　
　
十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分

　
　
午
後
の
部

　
　
十
三
時
三
十
分
か
ら
十
五
時

一一

A
場
　
所

　
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

　
　
第
四
研
修
室

　
　
（
東
郷
町
山
陰
丙
一
三
七
四
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
延
岡
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

　
電
話
0
9
8
2
－
3
2
1
3
3
0
3

91■9・
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■
教
諏
祭

　
　
　
【
若
山
牧
水
短
歌
ス
ペ
シ
ャ
ル
決
勝
大
会
］

　
　
　
　
　
9
月
1
7
日
（
金
）
午
前
9
時
3
0
分
か
ら

　
旅
と
自
然
を
愛
し
た
歌
人
若

山
牧
水
を
顕
彰
す
る
牧
水
祭
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
歌
碑
祭
・
偲
ぶ
会

の
後
に
町
制
施
行
3
5
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
若
山
牧
水
短
歌

ス
ペ
シ
ャ
ル
決
勝
大
会
も
あ
わ

せ
て
行
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
に
N

H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
「
新
撰
組
」

で
活
躍
中
の
俳
優
・
堺
雅
人
さ

ん
を
迎
え
、
朗
読
や
ト
ー
ク
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
参
加
は
自
由
で
す
。
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
主
催
　
東
郷
町

　
　
　
東
郷
町
教
育
委
員
会

■
共
催
　
東
郷
町
若
山
牧
水
顕
彰
会

■
日
時
9
月
1
7
日
（
金
）

○
歌
碑
祭
　
午
前
9
時
3
0
分
～

　
牧
水
記
念
館
裏
歌
碑
前

○
偲
ぶ
会
　
午
前
1
0
時
4
0
分
～

　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

O
若
山
牧
水
短
歌
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
決
勝
大
会
　
午
後
1
時
～

　
　
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

※
当
日
、
午
前
1
0
時
か
ら
入
場

　
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
文
化
振
興
係

　
電
話
6
9
1
3
9
0
9

堺
雅
人
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
1
9
7
3
年
1
0
月
1
4
日
、
宮

　
崎
市
出
身

・
早
稲
田
大
学
在
学
中
か
ら
演

　
劇
活
動
を
開
始

・
そ
の
後
、
舞
台
、
テ
レ
ビ
、

　
映
画
と
幅
広
く
活
躍
中

・
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
新
撰
組
！
」

　
で
は
総
長
・
山
南
敬
助
役
を

　
好
演
し
て
い
る

・
》
・
．

〔特

ﾝ
人
権
相
談
一

▼
日
時
　
9
月
9
日
（
木
）

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

▼
場
所
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

▼
担
当
者

　
人
権
擁
護
委
員
　
海
野
俊
男

　
人
権
擁
護
委
員
　
伊
東
征
男

〔行

ｭ
相
談
〕

▼
日
時
　
9
月
1
5
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

▼
場
所
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

▼
行
政
相
談
員
　
岩
見
次
夫
氏

愚
蒙
グ
．
ン
」

▼
日
時
　
9
月
1
2
日
（
日
）

　
　
　
　
8
時
か
ら

▼
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
主
催
　
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

罪
蒜
か
ぼ
ち
や
〕

▼
日
時
　
9
月
4
日
（
土
）
午
後
1
時

　
　
　
　
か
ら
5
日
（
日
）
1
2
時
ま
で

▼
場
所
　
道
の
駅
ふ
る
さ
と
味
工
房
前

〔宮

闌
�
ﾊ
ダ
イ
ヤ
改
三

現
行
　
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
日
向
発
1
4
－
H

改
正
　
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
日
向
発
1
4
・
・
o
o

10

獅
P
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

■
i
贔
0
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
（
8
月
1
1
日
迄
受
付
し

た
分
）

◎
二
瀬
の
松
田
満
夫
さ
ん
よ
り

（
浅
喜
さ
ん
逝
去
）

◎
福
瀬
の
海
野
美
義
さ
ん
よ
り

（
乃
豊
代
さ
ん
逝
去
）

◎
坪
谷
の
甲
斐
ハ
ル
ヱ
さ
ん
よ
り

（
実
さ
ん
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
　
紘
さ
ん
よ
り

（
ア
サ
エ
さ
ん
逝
去
）

◎
一
一
の
糸
平
嘉
幸
さ
ん
よ
り

（
良
子
さ
ん
逝
去
）

◎
八
重
原
の
伊
藤
喜
市
さ
ん
よ
り

（
サ
ダ
エ
さ
ん
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
甲
斐
　
亨
さ
ん
よ
り

（
定
男
さ
ん
逝
去
）

〔一

ﾊ
寄
付
〕

　
越
表
の
甲
斐
實
さ
ん
よ
り
創

立
記
念
と
し
て
、
福
瀬
の
濱
地

貴
志
さ
ん
よ
り
快
気
祝
い
と
し
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
一
般
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
1
今
月
の
納
税
等
1

の

…
国
民
健
康
保
工
税
4
期

一
介
護
保
．
険
．
料
．
4
期

1
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
．
㌦

▲
舜
鑑
覆
㊧

（
7
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

安　都

｡
希
・
空
あ

・垣

ﾔか

ｹ量

赤
言
説
氏
名

雅1

�
牧 羅
下

寺　小

例c
住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

｛

大 糸．甲 海≡柿 矢 氏

マ

村2平1 1野

�P乃
本 野
ア

サ2
．良 ！扶 春

サ 名
エ．子

實1代1 江 エ

78
178190

79 58 91 年
歳 歳歳 歳 歳 歳 齢
小1福 坪 福 寺 坪 住
野i 1

田 瀬 谷i瀬 迫 谷 所

獲
ジ
＼
M
．
ミ
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▲「太鼓と花火　夏まつり」」

　　　　　福瀬区　中野原住宅
　　　　　　　ひろ　　と
　　　　　藤崎大斑くん（5歳）

　　　　　父　貴酬さん
　　　　　母　まり子さん

　　　　　○好きな食べ物は何ですか？

　　　　　りんご
　　　　　○好きな遊びは何ですか？

　　　　　おもちゃ

　　　　　○大きくなったら何に
　　　　　なりたいですか？
　　　　　デカレンジャー

坪谷区　赤井笠
　　　る　　か
富山乙部さん罐）

父　兼光さん

母　ひとみさん

○好きな食べ物は何ですか？

　いちご

○好きな遊びは何で
　すか？

　こももちやん（ま
　まごと）

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　ケーキ屋さん

▲「和太鼓」

賞賞関賞賞賞賞賞輿

翻◎誘籐
翼囲賞賞賞賞賞囲虞

水難事故防止
　「命の竹」

　牧水公園河川プールに「命

の竹」が設置されています。

　これは、日向市や延岡市、

門川町、東郷町の異業種でつ

くる「もくせい会」　（石田満

好会長、22人）’の皆さんが、

水難事故防止を目的に設置さ

れたものです。

　長さ約8mの竹が、利用者

の安全を見守ってくれている

ようでした。

表
紙
」
牧
水
の
う
た
の
解
「
説

都
甲
欣
一

父
の
髪
母
の
髪
み
な
白
み
来
ぬ

子
は
ま
た
遠
く
旅
を
お
も
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
独
り
歌
へ
る
）

　
こ
の
歌
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
初
め
て
帰
郷
し
た
明
治
四
十
一

年
九
月
の
作
品
で
「
五
首
故
郷
に
て
」
の
一
首
。
第
二
歌
集
『
独

り
歌
へ
る
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
牧
水
が
郷
里
坪
谷
に
帰
っ
た
の
は
九
月
上
旬
で
あ
る
。
大
学
を

卒
業
し
て
最
初
の
帰
郷
と
い
え
ば
、
華
や
か
で
、
ま
た
、
楽
し
い
も

の
で
あ
る
が
、
牧
水
は
疲
れ
は
て
、
う
ら
ぶ
れ
は
て
て
帰
っ
た
の
で

あ
る
。
郷
里
で
は
、
老
父
母
は
牧
水
の
卒
業
の
日
を
千
秋
の
思
い
で

待
ち
わ
び
て
お
り
、
大
学
卒
業
の
の
ち
に
た
だ
ち
に
し
か
る
べ
き
職

に
就
い
て
両
親
を
安
堵
さ
せ
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
職
に
も
就
い
て
い
な
か
っ
た
。
就
職
も
せ
ず
家
が
経
済
的
に
行

き
ず
ま
っ
て
い
る
の
に
一
向
に
頓
着
が
な
い
（
気
に
か
け
な
い
）
よ

う
に
見
え
る
牧
水
が
郷
里
で
あ
た
た
か
く
迎
え
ら
れ
る
は
ず
が
な
か

っ
た
。

　
こ
の
時
牧
水
二
十
四
才
、
父
は
六
十
四
才
、
母
六
十
一
才
だ
っ

た
。
年
老
い
た
両
親
の
白
い
髪
を
見
て
牧
水
も
お
の
れ
の
不
幸
を
思

い
、
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
る
。

　
郷
里
に
止
ま
っ
て
職
に
就
く
こ
と
を
願
っ
た
親
に
も
親
戚
に
も
背

き
、
周
囲
の
人
々
の
止
め
る
の
を
振
り
切
っ
て
、
牧
水
は
逃
げ
る
よ

う
に
し
て
郷
里
を
出
た
の
で
あ
る
。

　
同
じ
時
の
歌
に
「
雲
さ
れ
ば
も
の
か
げ
な
く
う
す
赤
き
夕
日
の
山

に
秋
風
ぞ
吹
く
」
が
あ
る
。

「
若
山
牧
水
伝
（
大
悟
法
利
雄
著
）

評
伝
若
山
牧
水
（
谷
　
邦
夫
著
）

若
き
牧
水
（
伊
藤
一
彦
著
）
よ
り
」
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	夏の夜・町民総踊り－第４回牧水の里の夏祭り「道の駅とうごう夏祭り」

	とれました？第１２回牧水ふれあいうなぎつかみどり大会

	町PTAミニバレーボール大会

	のんびりランチ

	サロンボランティア研修会

	ようこそ!!沖縄県宜野湾市・北海道幕別町の児童来長

	各地区で盆踊り大会開催

	認定農業者－今月は鶴野内の田邊伊三郎さんにお話を伺いました 
	牛ふん堆肥で土づくり－「東郷町畜産資源リサイクルセンター横瀬」後利用のお知らせ

	とうごうの国保～健康づくりをできることから始めよう!!～

	コイヘルペスウイルス病を防ぐために
	税金とは…
	第５４回牧水祭－和歌山牧水短歌スペシャル決勝大会

	ちびっこギャラリー　山陰保育園 
	街の話題－水難事故防止「命の竹」 

